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（敬称略）

　◎支部会員数　　　　　３１７名　（1月1日現在）

　      ◎新 入 会 者

矢田　善則 （11月）
　あけましておめでとうございます。
　昨年は、支部活動を計画通り進めることが出来まし   　　　◎お 悔 や み　
た。皆様のご協力、ご支援のおかげと厚く御礼申し上
げます。 北島　光雄　　 12月19日　 （89歳）
　今年度は、支部会員の高齢化と勤労年令の上昇に
伴い行事参加者の減少が見込まれることから、一部の
行事の開催の在り方等を見直してゆきたいと考えてい
ます。皆様のご意見やアイデアを支部幹事にお寄せ
いただくようお願い致します。 支部長　 溝川 紳一 (支部業務総括、慶弔、広報、
　さて、会社は昨年4月に統合し、「出光昭和シェル」と るいとう会担当)

して力強く前進しています。昨年11月には2030年のビ 副支部長　橋本 久雄　(旅行会、社会貢献担当、
ジョンを見据えて、2022年までの「中期経営計画」が るいとう会担当、全国大会実行委員)

策定されました。ここでは、お客様・地域・ビジネスパ 事務局　　 市川 義行　　(事務局、慶弔、るいとう会担当
ートナー及びグループの従業員とともに新たな価値を 　　　　　　　 支部ＨＰサポート）

『共創』していくをテーマとして掲げています。この経営 幹   事　　 藤波　耕造　 (旅行会担当、懇親会担当）
計画が達成されるよう社友会会員としできる限りの応 幹   事　　 谷﨑　雅敏　 (旅行会、懇親会、社会貢献
援をしていきたいと思います。 　　　　各副担当）

　支部でも会社と同様、新たな支部活動・行事をみん 会計監査　 佐合　　香
なで『共創』していくことをテーマに据えて企画・活動を
していきます。会員・関係者の皆様の応援・ご支援と 支部ホームページ専任委員　　　永田　修三
共に行事への多くのご参加をお願い致します。

　次の行事を計画していますので、多くの方々のご参加をお願いいたします。詳細は、「支部だより」やE-メール等
でその都度お知らせいたします。

（１）支部総会・新春懇親会   2月  8日 (土)  塩浜クラブ　11：00～
（２）緊急連絡者会議   3月19日 (木)  塩浜クラブ　11：00～
（３）春の日帰り旅行   4月  6日 (月)  行先等検討中（支部総会・ホームページでお知らせします。）
（４）ハイキング会    (春)   5月 9日 (土)　コース未定

(秋) 11月14日 (土)　コース未定
（６）夏季懇親会   8月20日 (木)  四日市アサヒビアケラー
（７）秋の旅行全国大会 11月11日 (水)  山梨県甲府市・湯村温泉「常盤ホテル」

 観光・見学 11月12日（木）　昇仙峡・ワイナリー見学（試飲⁇） etc.
※　詳細は、本部から送られる「社友会だより・号外」を参照ください。

（８）忘年会 12月  5日（土）　 四日市市内
 (９) 社会貢献活動
　　　　・鈴鹿川クリーン作戦    3月14日 (土)  予定　（鈴鹿川堤防の清掃)
      　・RIJ募金 ( 総会、旅行会、夏季懇親会、忘年会時に実施)
（10）[四日市支部だより」の発行予定　　年4回 (1月、4月、7月、10月)
（11）支部ホームページの更新　  各月の初旬

ＨＰアドレス　http://www4.cty-net.ne.jp/~y-shayki/index.html
（12）幹事会の開催 : 年9回(毎月第3木曜日、3・12月第2木曜日、休会は2月、6月、8月)

 （13） 同好会　 ◎ゴルフ部　…　コンペ4月・10月、中部支部との交流コンペ3月・9月
 ◎ウォーキング部　…　原則毎月第2土曜日
 ◎つり部 　…   釣り会を年に数回

みんなで『共創』しましょう‼
支部長　溝川　紳一

２０２０年度　　年　間　行　事　計　画

支部の活動・行事を

            昭和シェル社友会四日市支部

支部ホームページ

http://www4.cty-net.ne.jp/~y-
shayki/index.html

会　員　の　動　き

2020年度支部執行体制

2020年1号（通巻36号）

四 日 市 支 部 だ よ り

1 ページ

http://www4.cty-net.ne.jp/~y-shayki/index.html
http://www4.cty-net.ne.jp/~y-shayki/index.html


四日市支部だより（通巻36号）　　　　『社友会活動に参加して健康寿命を延ばそう♪』 2020年1月9日発行

開催日　：　2019年12月7日（土）
午後0時15分～

場　 所　：　四日市プラトンホテル 3F
来　 賓　：　昭和四日市石油㈱
　　　取締役執行役員 四日市製油所長
　　　　　　　　　　　　　　   若本     明     殿
　　　取締役執行役員　  大久保 和弘　殿
参加者　：　28名　（姓のみ・敬称略）

来賓2名（前掲）・池田（久）・市川（義）
伊藤（滋）・伊藤（利）・喜吉・吉良
小林（信）・佐々木(充）・佐藤（弘）・塩野
添田・田中（昭）・谷﨑・寺本（光）
中村（軍）・中村（衛）・橋本・濵田・浜辺
原川・藤波（耕）・前川（忠）・溝川・光本
山﨑（嘉）・山田

　師走に入って急に冷え込み、鈴鹿連峰の頂がうっすらと雪化粧する中、皆様がコートを羽織ってのご参加でした。
　最初に溝川支部長から、2020年度の全国大会には、東京オリンピックの関係で、１１月頃の開催の方向で検討さ
れていること。又、その関係で時期が重複する支部主催の秋の日帰り旅行は中止の方向との話がありました。
　続いて、来賓の若本製油所長より、次のようなお話をいただきました。
　出光興産㈱との統合に関しては、会社の競争力強化に向けて製油所間の交流を深めている。また、2019年３月に
は、震災（南海トラフ巨大地震）対応の桟橋が完成し、さらに現在、塩浜クラブの敷地に新事務所（BCPセンター）を
建築しており、2020年3月に完成、５月に移転を予定していること。一方、製油所では「無事故無災害・安全安定操
業」の継続がより重要で、会社と全社員・協力会社とその従業員が一体となって、気持ちを引き締め、日々の努力を
重ねているとのこと。
　宴は、塩野さんの「四日市支部社友会の発展を祈念して」という乾杯の発声で和やかに始まりました。しばらくする
と、お酒の量が進むと共に4脚の円卓間の行き来がはじまり、笑い声と話し声が会場内に響き、大いに場が盛り上っ
て行きました。
　宴最高潮の中、「宴もたけなわですが・・・」 「宴もたけなわですが・・・」と段々に声を張り上げての中締めのア
ナウンスがあり、佐藤弘二さんの一本締めにより、無事に幕を閉じました。

　RIJ(国際難民支援会)への募金ご協力ありがとうございました。 募金額合計7,259円

催行日 ：　2019年11月9日(土)
行　 程 ：近鉄「伊勢中川駅」→忘れ井→天華寺廃寺
　　　→薬師寺→豊地神社→嬉野ふるさと会館（昼食）
　　　→近鉄「伊勢中川駅」 　　　（距離：約10㎞）
参加者 ： 12名　（姓のみ・敬称略）

市川（義）・伊藤（利）・伊橋・喜吉・塩野・高木
伝田・中村（軍）・中村（衛）・濵田・福本・溝川

　今回は、「旧嬉野町歴史散策コース」ということで、青
空のもと期待に胸躍らせて伊勢中川駅西口から出発し
ました。少し歩くと歴史散策1番目の「忘れ井」へ到着。
普通であれば見逃してしまいそうな小さな旧跡だが、
由緒書きを読むと応時の情景を偲ばせる何かがある

ように感じました。今日、２番目の史跡は「天華寺廃寺と塼仏」で、七堂伽藍が建ち並ぶ壮大なお寺
だったそうだが、織田信長による兵火で焼失してしまい、残念なことに今は、目につくものは竹やぶば
かりでした。3番目の史跡「薬師寺」は、迷路のような細い路地の先にあり、本堂の屋根は二層に重な
り大陸的な印象を持ちました。鳥居脇に白い竜が絡みついた「上り竜神石塔」がある4番目の史跡「豊
地神社」を参拝し、三重県畜産研究所の牧草地の一角に建てられた「嬉野廃寺跡」の案内看板を横
目に見て、昼食休憩場所を目指して先を急ぎました。 （ＨＰ掲載の市川義行さんの原文の抜粋）

【塼仏（せんぶつ）：平板粘土に仏像を彫り、素焼きしたもの】

（ホームページ掲載の谷﨑雅敏さんの原文の要約）

～～笑い声と話し声が会場内で共鳴 ～～

旧嬉野町歴史散策コース

秋のハイキング会

昼食後、嬉野ふるさと会館の芝生で、顔が赤い…日焼けかな？

2019年度忘年会

（史跡の詳細は、松阪市ホームページで確認ください。）
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催行日　：　 2019年11月18日(月)
行　 程　：　近鉄四日市駅8:00―みえ川越IC= =〈伊勢湾岸・新東名〉= =遠州森町IC―小國神社(参拝・紅葉狩り)

　　―天竜膳三好(昼食・庭園見学)―天竜二俣駅(転車台&鉄道歴史館見学)―浜松浜北IC
　　　 　　= =（新東名・伊勢湾岸〉= =みえ川越IC―近鉄四日市駅(17:15頃)

参加者　：　20名　 　心配した雨も出発するころには青空も見えて一安心。
池田（久）・石川・市川（義）・喜吉・久保（康） 予定通りの時間に四日市駅高架下を出発しました。今
久保（玲）・小林（信）・塩野・谷﨑・寺本（光） 回は、参加者が少なくバスの後部サロンスペースは、ゆ
橋本・濵田（一）・濱田（敦）・福本・藤波（耕） ったり寝転がれるような状態となり、最少催行人員を大
古市・本間・溝川・山﨑（嘉）・吉崎 きく下回っていました。

　バスは順調に新東名高速道を走り、小國神社駐車場
へ到着しました。ここでは、浜松市に転居された本間智
さんが、弟さんご夫婦と一緒に我々の到着を待ってくれ
ていました。久しぶりの再開に無沙汰を詫びつつお互い
の健康を喜び合いました。　
　小國神社では紅葉狩りを期待しておりましたが、温暖
な静岡県の気候から少し早かったようで残念でした。そ
れでも中にはキレイに色づいているものもあり、最盛期は
素晴らしいだろうなと思いました。
　神社参拝後は、料亭「天竜膳・三好」で手入れの行き
届いた日本庭園を眺めながらのミニ懐石膳ランチ、飲み
物も進んだようです。食事の後、本間さんと再会を約して
お別れし、天竜浜名湖鉄道「天竜二俣駅」へ。稼働中の
国指定の登録有形文化財「転車台」と木造扇形車庫など
貴重な鉄道の歴史遺産を見学した後、帰路につきました。

　（ホームページ掲載の市川義行の原文の抜粋）

１．開 催 日 　：　2019年12月14日（土）
２. ルート　：　三岐鉄道保々駅 〜 山城 〜 朝明川沿い～ 平津 〜 大矢知

　　　 〜 富田〜 「サガミ羽津店」（納会会場）〜近鉄霞ケ浦駅
距離：約14.5ｋｍ（21,500歩）

3.参加者　8名　：　伊藤（利）・伊橋・喜吉・伝田・中村（衛）・中村（軍）・福本
　（姓のみ・敬称略） 　　　 濵田

　師走とはいえ暖かな風のない恵まれた天候の中での納会ウォーキン
グとなりました。今回のコースは、保々駅を出発して納会の会場である 「サガ
ミ羽津店」を目指して八風街道を歩くこととした。寺社、旧蹟を訪ね、名残の紅
葉やサザンカの花を愛でながら歩を進め、予定通り13時30分に納会会場に到着。寒さの中にも関わらず汗をかいた
後のビールは心地よく喉を潤してくれる。ご馳走を食しながらアルコールも進む。１５時、店前で記念撮影をして 近鉄
霞ケ浦駅まで歩き「来年もよろしく」の挨拶で散会する。

　八風街道は四日市市富田一色を起点とし、大矢知～平津～山城を経て、菰野町田光で巡見街道と交差した後、
鈴鹿山脈の竜ヶ岳と釈迦ヶ岳の間の八風峠を越えて、滋賀県近江八幡市の中山道へと抜ける。中世の八風街道は、
東海道と中山道の短絡路であり、また伊勢湾および伊勢平野と琵琶湖および近江盆地を結ぶ重要街道で、現在の
国道421号に相当する。

　（ホームページ掲載の濵田一さんの原文からの抜粋）

　　ゴルフ部コンペ  　    ： ２回/年　（春・秋） 年に数回の釣行を計画します。
　　中部支部交流コンペ ： ２回/年　（春・秋）

連絡先  ： 佐藤　弘二　さん 　℡059-326-0309      連絡先 ：原川　孝光　さん　℡059-326-3287

小国神社鳥居前で

ゴ ル フ 部 釣り天狗

　　2019年納会　　八 風 街 道 を 歩 く

2019年秋の旅行　『遠州森町・小国神社の紅葉狩り＆天竜二俣駅』

ウォーキング部同好会だより

納会会場前で
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